
日本縫製
130c舶タィブは緊急時・災書発生時に交通弱者 〔寝たきり、立ち居振る舞いの動作か
スムースに行かなしヽ)方の移動の手助けに最適です.

左右からベル トを薦にlllけて、

両手で醸と足のベルトを握り

ゆつくりと持ち上げて下さいみ

移動は矢Ep方向へ、担ぎ手が

上体を向けて歩しヽて下さい.

2人担ぎの持ち方で頭部を、

もう1人でベル トを握り、

ゆつくりと持ち上げて下さい

(身長が170cm以上の方や体饉の

重い方{こ |よ 3人担きが安心です)

2本紗ベル トを竃中で交差さ

せ、頭と足の左機のベルト

2本を振りゆっくつと持ち上

けて下さしヽ .
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担ぎ手人数1-3人 隋鱗蒻儡

赤マーク
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頭部保棄
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身長違:=鱒拝なく

お尻七議は藤線と

赤マータ|こ 含ち llt

てくたさ■

使用手‖痕

1搬送者のお尻/t‐種架の赤マークの位置に、寝かせて
緑色ベル トで爾定 _・てくださしヽ.

2驚ベル トの長さ|ま、饉く人の中で鼻婁●「Itttヽ ス i■合
わせて調整してください,

32人又は1人で饉く時は、A3の 取手を饉ります
=

3人で担く時は繋餞」の人かな右のA取手を持ち、

他の2人かそれそれ8,Cを持ちます .

使用手順

1防 7k、 撥水布を使用しているため ,ちれ |ま中性洗書1
で拭き取っ

=く
ださtヽ t

2本体タンカは安全重視(3鸞機建命密髪を t′ であ|
ますか 身体移動以夕|■ :`使麟な鰹けてくなさ:|

仕様

11霊

1鷲 薦
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